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物  質  名 酢酸2-メトキシエチル ＤＢ－24 

別   名 
エチレングリコールモノメチル

エーテルアセテート 
2-MEA 

C A S 番号 110-49-6 
PRTR 番号 第 1 種 103 
化審法番号 2-740 

構 造 式 
 
 
 
 
 

分 子 式 C5H10O3 分 子 量 118.13 
沸 点 145 ℃ 1） 融 点 －65.1 ℃ 1） 
蒸 気 圧 2.0 mmHg (20℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 4.83 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 0.1（計算値）3) 水 溶 性 自由混和 1） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 2,900 mg/kg  4)  
 ラット 吸入 LCLo 7,000 ppm (33,800 mg/m3）(4ｈ)  4)  
 マウス 経口 LD50 3,100 mg/kg  4)  
 モルモット 経口 LD50 1,250 mg/kg  4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・マウス、モルモット、ウサギ、ネコに 2,420、4,310 mg/m3（8 時間/日）を繰り返し吸入させ

た結果、ネコは 2,420 mg/m3 で、マウス、モルモット、ウサギは 4,310 mg/m3 で 23 日以内に

軽度の昏迷状態を示した後に死亡したが、いずれの暴露群でも、腎障害を認めた。また、ネ

コに 970 mg/m3 を繰り返して合計 42 時間吸入させた結果、全数生存したものの、末梢血の赤

血球数及びヘモグロビン濃度の減少を認めた 5, 6)。 
・本物質は B6C3F1/CrlBR マウス、ウサギの鼻粘膜のカルボキシルエステル分解酵素によって

速やかにエチレングリコールモノメチルエーエル（2-ME）に分解された。また、鼻粘膜の酵

素活性は肝臓での酵素活性と同等で、腎臓及び肺での酵素活性よりも大きかった 7)。 
・Sprague-Dawley ラットに 0、145、480、1,450 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日週）吸入させ

た結果、480 mg/m3 以上の群の雌、1,450 mg/m3 群の雄で有意な体重の減少を認めた。また、

1,450 mg/m3 群で汎血球減少症、リンパ組織の萎縮、肝臓重量の減少、血清中の総タンパク、

アルブミン、グロブリンの低下を認めた。この結果から、NOAEL は 145 mg/m3（暴露状況で

補正；26 mg/m3）であった 8)。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・マウスに 0、62.5、125、250、500、1,000、2,000 mg/kg/day を 5 週間（5 日/週）強制経口投与

した結果、250 mg/kg/day 以下の群では明らかではないが、500 mg/kg/day 群で睾丸重量の有

意な減少、1,000 mg/kg/day 以上の群で睾丸重量、末梢白血球数の減少、精細管萎縮の用量に

依存した有意な影響を認めた。また、この結果をエチレングリコールモノエチルエーエル

（2-EE）、2-ME 投与時の結果と比較したところ、2-ME が最も強い毒性を示すこと、エステ

ル化により 2-ME の毒性は変化しないと考えられた 9)。 
・ニュージーランド白ウサギに 0、145、480、1,450 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日週）吸入

させた結果、145 mg/m3 以上の群で用量に依存した睾丸重量の減少、胚上皮の変性を認めた

が、145 mg/m3 群では有意差を認めなかった。また、480 mg/m3 以上の群で死亡率の増加、1,450 
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mg/m3 群で体重増加の抑制、汎血球減少症（赤血球，全種類の白血球，血小板の極端な減少）、

胸腺の萎縮を認めた。しかし、雌の生殖器官への影響は認められなかった。この結果から、

NOAEL は 145 mg/m3（暴露状況で補正；26 mg/m3）であった 8)。 
・Sprague-Dawley ラットに 0、145、480、1,450 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日週）吸入させ

た結果、1,450 mg/m3 群の雄で胚上皮及び精細管に中～重症の変性を認めた。この結果から、

NOAEL は 480 mg/m3（暴露状況で補正；86 mg/m3）であった 8)。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・妊娠中に 1～2 L の本物質に 1 日当たり 1～4 時間、経皮・吸入により暴露された 22 才の女性

労働者では、先天的な尿道下裂、尿道索、小陰茎、二分陰嚢の奇形をもった子が生まれた。

また、その 3 年後に生まれた第 2 子でも、尿道索、停留睾丸、ペニスの尿道下裂、二分陰嚢

の奇形が認められた。なお、第 1 子、第 2 子の核型は共に正常であった 10)。 
・58 才の女性が眼鏡に付いた本物質によると思われる鼻の皮膚炎をおこした事例が報告されて

いる。なお、眼鏡からは酢酸 2-エトキシエチルも検出された 11)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 12) TLV-TWA 5 ppm（24 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 13) 5 ppm（24 mg/m3）  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 吸入暴露については、ウサギの生殖・発生毒性試験から得られた NOAEL 145 mg/m3（睾丸重

量の減少、胚上皮の変性）を採用し、暴露状況で補正した 26 mg/m3 を暫定無毒性量等として設

定する。 
 なお、本物質は体内で速やかに加水分解され、2-ME と酢酸塩になることが動物実験で確認

されている 14)。 
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